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ペットボトルで風力発電機

小国小の5、6年生が挑戦

と交流深める
ドンズの菅野選手ら

ジヨルターノさんとタコサンタを
作り笑顔を見せる粟！野〃ヽの児t

・．＿．．．し．＿　・二岬「山上㌫

佐
蕾
芸
（
前
列
垂
ら
習
貝
に
ド
ラ
え
も
ん
と
ド
ラ
ミ

ち
ゃ
ん
を
贈
っ
た
俊
輔
ち
ゃ
ん
（
前
列
中
央
）
、
譲
吉
ち
ゃ

ん
（
前
列
左
か
ら
4
人
目
）
、
雫
菓
ち
ゃ
ん
（
同
2
人
貝
）

り
組
の
l
宇
七
人
の
園
児

が
保
育
士
と
と
も
に
約
半

月
か
け
て
今
年
の
七
月
に

瀬
上
保
育
所
の
園
児
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寺

h

P

紙
な
ど
を
貼
り
合
わ
せ
、

色
を
塗
っ
て
仕
上
げ
た
。

岡
保
管
所
や
地
域
の
夏
ま

つ
り
で
み
こ
し
と
し
て
抱

く
な
ど
、
園
児
に
と
っ
て
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ゴ
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は
「
い
つ
も
あ
り
が
と

う
」
、
ド
ラ
ミ
ち
ゃ
ん
に

は
「
お
ま
わ
り
さ
ん
　
が

ん
ば
っ
て
ね
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
て

憂
I
L
　
跨
咋
ノ
6
－
ノ
、
毛
利
奄

交
わ
し
た
。
村
上
所
長
が

立
ち
会
っ
た
。

人
形
は
同
著
の
入
り
口

付
近
に
置
か
れ
、
署
員
を

見
守
っ
て
い
る
。

宍
戸
さ
ん
（
琴
最
優
秀

県
高
文
連
の
県
北
写
真
展

県
高
校
文
化
連
盟
等
真
二
県
北
支
部
等
裏
声
は

専
門
部
県
北
支
部
主
催
の
三
十
二
日
ま
で
、
福
白
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ

て
い
る
。
審
査
の
結
果
、

最
優
秀
賞
に
は
宍
戸
凄
さ

ん
（
福
島
明
成
）
の
「
祭

り
」
が
選
ば
れ
た
。

市
振
興
公
社
福
島
写
真

美
術
館
の
共
催
、
福
島
民

報
社
の
後
援
。
県
北
地
区

の
生
徒
が
百
七
十
四
点
を

出
展
し
た
。

初
日
の
十
八
日
は
六
角

育
子
二
科
会
写
真
部
会
員

と
国
分
真
司
福
島
民
報
社

写
貴
報
道
部
長
が
審
査
し

た。
最
優
秀
＋
以
外
の
成
績

は
次
の
通
り
。

▽
優
秀
十
＝
佐
藤
可
奈
子
、

太
田
霊
矛
、
伊
葉
秒
（
雲
）

十
憎
蔭
光
（
豊
酉
）
斎
藤
欒
礫
、

還
磨
垂
、
露
辺
千
晶
、
轡
野

ゆ
か
り
（
雲
明
成
）
盛
雲

（
保
原
）
▽
佳
作
・
野
地
悠
花
、

略
廃
鳳
毒
（
檎
）
渡
辺
遼
祐
二
聖

光
学
院
）
高
沢
の
ぞ
み
（
彗
）

嚢
秦
（
書
北
）
吉
田

塗
I
（
裾
員
商
）
阿
部
み
ち
る
、

丹
治
乗
鞍
（
香
西
）
遊
佐
円
十
局
開
成
〓
′
・
最
等
校
＝
裾
烏

番
〈
吾
妻
）
莞
千
晶
（
福
頂

う
ち
わ
で
あ
お
ぎ
ペ
ッ
ト
ポ
ト

九
謂
㌶
摘
錯
型
謂
閑
摘
鳩
錮
開

男
子
プ
ロ

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
「
T

K
b
j
リ
ー

グ
」
の
福
島

フ
ァ
イ
ヤ
ー

ボ
ン
ズ
の
菅

野
羽
卜
も
宇
戸

た。
主
催
し
た
県
教
要
の
委

託
を
受
け
、
ボ
ン
ズ
の
子

ど
も
向
け
事
業
な
ど
を
担

う
福
島
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ

ミ
ー
（
郡
山
市
）
が
企
画

した。両
選
手
は
「
突
き
指
す

る
な
よ
ー
」
な
ど
と
声
を

掛
け
な
が
ら
、
ボ
ー
ル
ハ

ン
ド
リ
ン
グ
や
シ
ュ
ー
ト

な
ど
の
基
本
を
指
導
し

た
。
児
童
は
プ
ロ
の
迫
力

と
技
術
に
大
き
な
歓
声
を

上
げ
て
い
た
。

削
今
季
終
了
誓
市
長
に
筆

箱
　
　
栗
原
監
督
と
運
営
会
社
会
長
ら

サ
ッ
カ
ー
J
3
の
福
島

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
F
C
嘉

島
U
）
の
棄
原
圭
介
監
督
、

福
島
U
を
運
営
す
る
A
C

力
を
入
れ
る
」
と
請
っ
た
。

栗
原
藍
宙
は
「
い
い
内

容
で
震
戦
を
節
季
」
と

が
で
き
た
」
と
シ
ー
ズ
ン

三
人
が
参
舶
し
た
。

N
P
O
法
人
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
協
会
の

佐
藤
茂
夫
代
表
ら
四
人
が

講
師
を
務
め
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
車
を

作
り
、
風
力
で
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド
（
L
E
D
）
が
点

灯
す
る
装
着
を
作
っ
た
。

う
ち
わ
で
あ
お
ぎ
、
L
E

D
が
点
灯
す
る
と
児
垂
か

ら
歓
声
が
上
が
っ
た
。

加
藤
唯
粟
さ
ん
（
六
年
）

は
「
自
分
の
力
で
発
電
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と

笑
顔
を
貝
せ
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
同
推
進

協
会
の
奥
村
実
理
事
が

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
覇
学

と
題
し
講
義
し
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
球
温

晦
化
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な

が
る
と
強
調
し
た
。
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福
島
市
パ
一

協
会
飯
壕
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